























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































57 馮自由［31］，64 頁．また，興中会は 1894
年に孫文によって結成された革命団体である．
馮自由が定義した「興中会後半期」は 1900
































































院学報』第 28巻第 1期，2013年 3月，40-42
頁 
［8］孫宏雲「楊廷棟：訳介西方政治学的先駆者」
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